
社会情報学 ―情報通信技術を社会に役立てるには―
「社会情報学」とは「情報通信技術をどのように社会で役立てていくか」
を考える学問です。新しい情報通信技術がスムーズに社会に受け入れるよ
うにするには、それが社会にどのような影響を与えるかをよく考えます。
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特別養護老人施設における生産性とコンプライアンスの関係
に関する研究 (情報メディア工学科 高津研、千葉工大丸山研、白井研との共同委託研究)
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超高齢化が進む日本において、介護士不足は深刻な
問題となっている。厚生労働省では、介護サービス
の生産性を上げるためにICTの導入による科学的介護
を積極的に進めているが、導入が進んでいない。進
まない原因の一つとして、同じ目的の作業であって
も施設や介護士によって手順や内容が異なるため、
知識化が難しいことが挙げられる。例えば、これま
での特別養護老人施設におけるヒアリング調査の結
果、意図的にコンプライアンスに反するケアを行な
うケースが存在することが明らかになっており、感
と経験に頼っているケースが多い。これにより、右
上図のように、現場にとって法的規制は介護サービ
スの現場に負の影響を与えることがあるため、介護
作業の標準化が阻害され、その結果、データが適正
に蓄積されず、本来ならば介護サービスの生産性に
正の影響を与えるICT化が進まないという構図になっ
ている。そのため、DXが遅々として進まない。そこ
で、本研究では、右下図に示すように、このような
現状について調査し、その合理性を評価することで、
介護サービスの生産性とコンプラアイアンスの関係
についてその関係性のあるべき姿を模索する。


